
は
、
そ
れ
か
ら
約
1
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

社
長
か
ら
突
然
電
話
か
か
っ
て
き
た
の

と
顔
見
知
り
に
な
っ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

な
っ
た
ぶ
ど
う
の
苗
木
を
植
え
な
い
か
」

界
へ
導
か
れ
て
い
く
。

「
キ
ャ
ン
セ
ル
に

さ
に
こ
の
こ
と
。
以
後
多
田
さ
ん
は
、
不

を
見
た
ら
石
だ
ら
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
「畑

の
ワ
イ
ン
産
地
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
パ

作
物
も
う
ま
く
育
た
な
い
。
多
田
さ
ん

ん
は
言
う
。
中
で
も
山
に
近
い
こ
の
辺

年
前
ま
で
川
だ
っ
た
ん
で
す
」
。

1
1
5

誕
生
す
る
。

「
こ
こ
は
も
と
も
と
扇
状
地
。
数
万

年
続
く
農
園
の

3
代
目
、
多
田
繋
夫
さ

り
は
石
も
多
く
、
耕
す
と
機
械
は
壊
れ
、

は
長
年
こ
の
土
質
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は

12
年
前
。
た
ま

た
ま
娘
の
す
す
め
で
、
世
界
で
も
有
数

ヴ
ァ
レ
ー
を
訪
れ
た
と
き
だ
っ
た
。

驚
き
ま
し
た
」
。
発
想
の
転
換
と
は
、
ま

思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
ワ
イ
ン
の
世

1
0
0
%
「
多
田
農
園
」
産
の
ワ
イ
ン
が

オ
ー
プ
ン
。
今
年
に
は
酵
母
も
含
め
て
、

0
1
6
年
秋
、
農
園
内
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

た
ち
ま
ち
注
目
を
集
め
た
。
さ
ら
に

2

け
た
ワ
イ
ン
に
よ
り
、
こ
の
農
園
の
名
は

家
ブ
ル
ー
ス

・
ガ
ッ
ト
ラ
ヴ
氏
が
手
が

年
、
北
海
道
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
醸
造

十
が
る
「
多
田
農
園
」
。

2
0
1
3

勝
岳
の
麓
に
ぶ
ど
う
畑
が
広

北海道生活1
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万
年
前
の
十
勝
岳
の
噴
火
時
に
大
量
に

ん
。
特
に
多
田
農
園
の
地
層
に
は
、
数

ん
は
言
う
。
人
生
の
よ
う
に
、
良
い
こ

初
リ
リ
ー
ス
が
待
ち
通
し
い
。

植
え
た
。

の
場
合
、
根
は
水
分
や
養
分
を
求
め
地

園
の
ぶ
ど
う
の
実
は
、
地
下
深
く
伸
び

吸
収
し
、
土
地
の
歴
史
も
色
濃
く
宿
す

「
農
業
は
人
生
の
よ
う
」
と
多
田
さ

の
ワ
イ
ン
に
取
り
組
む
日
々
。
今
秋
の

下
深
く
伸
び
て
い
き
ま
す
」
と
多
田
さ

味
に
な
っ
た
の
だ
。

氏
の
師
事
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
野
生
酵
母

イ
ン
を
製
造
す
る
。
現
在
は
プ
ル
ー
ス

横
に
伸
び
る
性
質
が
あ
り
ま
す
が
、
石

た
根
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
地
層
の
養
分
を

た
め
、

土
地
で
は
地
下

40
セ
ン
チ
ほ
ど
の
間
に

リ
ー
と
し
て
の
最
低
製
造
量
を
満
た
す

一
部
購
入
し
た
ぶ
ど
う
で
も
ワ

「
ぶ
ど
う
の
根
は
、
肥
沃
な

幾
層
も
流
れ
て
い
る
。
結
果
、
多
田
農

収
量
が
大
幅
に
減
少
。
今
年
は
ワ
イ
ナ

園
の
中
で
も
石
の
多
い
場
所
を
選
ん
で

の
層
や
、
周
辺
の
山
か
ら
の
伏
流
水
が

は
昨
年
、
樹
の

一
部
が
病
気
に
な
り
、

引
き
受
け
た
苗
木
は

7
0
0
本
。
農

降
り
注
い
だ
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
火
山
灰

と
も
あ
れ
ば
悪
い
こ
と
も
あ
る
と
。
実

1雄大な景色の中にある「多田農園」 。農園入口には、十勝岳や富良野岳か
らの伏流水を引いた、清らかな天然水が湊々と湧き出ている。

2.3岩見沢市「宝水ワイナリー」が2010-2015年、ブルース氏の「10Rワイ
ナリー」が2013-2015年の醸造を担当。「10Rワイナリー」では野生酵母ワ
インを製造した。ワイナリーには販売スペースも。

4野生酵母は手間がかかり難度も高いが、「不思請なもので、ワインのかわいさ

が違います」と多田さん。ぶとうの発酵を促す酵母には、培養酵母を添加するの

が一般的だが、多田さんは土地に住み藩く野生酵母を用いたワインにこだわる。

5. 醸造担当者の菅井さんは、東京農大の醸造学科出身。ブルース氏が醸造を
担当した際に多くのことを学んだという。

多田ワイナリー Map→ 48P⑮ 

空知郡上富良野町東9線北18号

ff0167-45-5935 図JRJ::.富良野駅から車で約10分
圏9:00-11:00 ~ 不定休(5-10月はほぼ営業）
回あり（無料・約5台） 回不可 囲http://tada-wine.com






